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含稀元素鑛一物の一研究 （共の七）’え

満洲國海域縣白石基村玉自在屯北蒲慶フェルグソ1・石

（昭和十八年四月五日受領）
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嘗て長石或は石英の採取のために稼行せられた跡である。

　フェルグソン石を随伴するペグマタイトは空として桃紅色の微斜長石，石英及雲母か

ら成り中にも徴斜長石は興の大蒜分の量を占め石英及雲母は極めて少い。中には長石及

石英より成る徴密な文象構造を示す部分も見受けらる。本鑛物は常に長石中に存在し英

の周縁は又殆ど常に濃紅色の電影が存するからそれによって容易に其の所在を護見する

ことが出來る。

　フェルグソン石は普通径ユ糎，長さ数糎の桂朕の結晶をなせども結晶面は極めて粗雑

で如何なる種類の結晶面なるか制定困難である。本鑛物の表面は長右の分解による粘土

及フェルグソン石の分解果成物と思惟せらる黄色の皮殻を以て蔽はれてゐるが新鮮な破

　満洲國海域縣白石察村ヨ；白

花屯北溝から小漢河に渦ひ東

北に往くこと約500米にて，

小漢河の重くる所にペグマ

タイト服の露頭あり。方向は

N30。亙にて幅は最大約8米

あり。嘗て長石を目的として

採掘せられたのであるが現在

は全く中止し其の探掘跡は高

さ3米の崖をなす。附近は一

帯花開片麻岩から成り其れを

貫くペグマタイト岩脈は大小

到塵に英の露頭を示し何れも
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面は褐黒色で強い鼓瑞光澤を示し努開底く介穀朕断口を示す。硬度は5．5であって比重

罎法によって測定した比重は

比重（：ぎ）一臥…

である。薄片を顯微鏡にて検したるに色は褐黄色で大部分は等方性で異方性の部分は一極

めて少部分である。異方性の部分の干渉圏の観察から一軸性負の結晶に属することが側

明した。

化　果　分　析

試料を粗粒に陣きて表面に附着する長石分解物の粘土及フエルグソ：・石自身の分解果

成物と思惟せらる黄色の皮穀物を除去した。又鑛物内に存する微細な長石の脈の部分は

分　　析　　方　　法

細末試料0・6558瓦を秤量し白金堆塙中にて重硫酸ナトリウムと共に熔融ナ。融成物は水にて抽尚
し抽閑波は亜硫酸瓦斯を通しつ」煮沸。し一豊液放置して濾過す。

沈激　1・

ｩ色硫化アンモ呂ウム液にて繰返し温浸して瀦

滅液　1・

硫化水素を通じて白金の硫化物流源を滋別す。

過す。
後煮沸して硫化水素を駆逐し臭素水を加へて
熱し融化アンモ邑ウム及アンモ昌アを加へて

沈線　2・ 濾液　2。
煮棚濾過す。

蕩硫酸及遇酸花水素 議酸にし酸性となし生 沈澱抗 漏液6・硫化水素を通じ
液にて温浸濾過す。 威したるS・S2を濾別灼 稀議酸にて溶解 MnSを沈浸せしめて潟過す

焼して秤遺す。S皿02 しアン毛呈アを
加へて殆ど中和 沈澱7。灼

源液7・普通

沈源　3・ 潟液　3・ したる後飽和睦 壊してMn0
の方法にてC刮

酪酸アンモ昌ウム液 比色法にてTi02を定 故を加へ長く温 として秤量
○及MgOを定

にて温浸濃別す。 呈す。後遮硫酸瓦斯を む。一査夜放置 す。Mn0
呈す。C呈O．M

通じて煮沸し後アン毛 して濾過す。
9里p里07（Mg0）

昌アを川へて弱酸性に
して煮沸す。　Ti02 沈僚　＆ 滅液　8．

灼熱秤量して全称士及 硝酸及硫酸を加へて疏

沈海4． 漁液4・ 沈澱5、 濾液5・ Th02の和として定量 酸の白煙の生ずる迄濃

灼焼して秤量 硫化水素 灼饒郡 アンモ
す。後硝酸に溶解し溶 縮加熱し穫酸を分解す

したる後硫酸
y第酸を加へ

を通じて 呈す。 呈ア代
液は蒸螢乾澗して残溢 後炭酸アン毛：ウムを

坐1：た てアル
は硝酸アンモ邑ウムに 川へてアルカリ性とな

て蒸嚢乾酒し PbS沈澱 Nb205 カリ性
て摘出し過酸化水素水 し更に硫化アンモ畠ウ

灼熱して秤量 を硝酸及 となし
を加へて温め満過す。 ムを加へて熟す。

す。重量減に 硫酸に虜
丁田里05

沈殿を 沈嚴g。濾液g．
沈準量　10・　　　　　　漉液　10。

紬㍊姦 理し 生じた 鵬し醤留箭㍍を分脇量し　　・　硫酸加里法に絡嘉螂評 楠酸に溶解し水画酸を加

PbS04と ならば 酸化ナトリウムヘて煮沸

澄は重硫酸ナ して郡量 議酸に を加へてアルカし炭酸ア

トフウムと共 す。 溶解し リ侶白となす。。　ン毛言ウ

に熔融し水に て潟液 沈澱

抽出しアンモ PbS0。 1に加
11．

呈アにてアル lPb0） j・o
・… R蓬欝

灼焼稀

カリ性とし沈 呈す。

澱は寛政に溶 （充q，（喝0王） Fe203

　　　　ム及硫化潰液1L　ア沢昌塵酸を加ウムを分へて難解しそ牝にし更にκアンモ

解して濾液1 α族称土
に加ふ。 Y族称士
SiO．

’

アン毛二星アを加アを加ヘベてアルてアルカ川性とリ性にすなザ沈沈鰍濾澱は減刑別灼鱗触郡重量す。　す。A］・01　U田0。
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注意して除去し全く黒褐色の強い致瑞光澤を示す粒片を欄大鏡下にて選別した。斯くし

て選別した試料は更に細末に酢き左に示す方案によって分析した。

　水分の定量は別に細末試料1．1144瓦を秤量し石英管に入れ電氣鰯中にて凡そnOO．C

に熱し襲生瓦斯を鞠化カルシウム吸牧管に導入し吸牧管の重量増加によって定量した。

　別に細末試料1．1362瓦を白金琳蝸中に秤量し弗化水素酸にて温浸を繰返し完全に分解

した後に濃縮し水に稀稗して濾別した。沈澱から鉛，トリウム及全称土元素を分離した

残液中からウランを定量しそれをUO・とした。叉弗化水素酸分解の濾液中から弗化水

素を完全に駆逐した後に堕化アンモニウム及アンモニア塵理によって生じた沈澱中から

ニオブ，タンタル及チタンを分離し共の残液に就てウラニ・を定量しそれをU0艘とした。

共の結果はU0。ヨ3193％，U0。＝3．49％，計7．42％であった。全分析結果は次の通りで

ある。

　　　　　　　　　第二圃　イIヲトリウムカ美称上秀員の妓』牧スペクトル
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　　　　　　Ce族称士　　　　O．OO’　　　　　　U．O．　　　　　7．27

　　　　　　・族称土　・臥・・　　（号8：：1：驚）

　　　　　　A1202　　　　　　　0・OO　　　　　　　　H20一）　　　　　　O・35

　　　　　　Ti　O，　　　　　　　1．46　　　　　　　　H，O＋）　　　　　　Z16

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　　　100．06

　イットリウム族稀土元素の監化物水溶液の吸牧スペクトルを検した結果

Hoから成ることを確むることが閑來た。

　　　　　　　　　　　　　第三回同上の吸収曲糠
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　　　　　　　　　　　　　　　化塵　組成

　上記の分析値から各成分のモル数を計算した。言十算に當ってCe族称土はI一割，Ce，Pr，

Nd．Sm，瓦・，のセリウム族稀土に属する各元素の原子量の平均値144を平均原子量と見

倣した。又イットリウム族稀土は次の様にして平均原子量を求めた。印イットリウム稀

土の硫酸溶液を蒸褒加熱乾洞して更に電氣櫨申350．Cに於て長く熱し矢づ無水硫酸璽の

淡態に於て秤量した次に灼熱し完全に酸化物となして砕量し斯くて無水硫酸蟻に鐵する

酸化物の重量比

　　　　　　R2｛S04）需
　　　　　　　　　　　＝ユ．877
　　　　　　　R．O畠

を求めてイットリウム族稀土元素の平均原子量

　　　　　R宮u3．
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を求め之れによってモル数を計算した。共の祥果は次の通りであ孔

　　　　　　　　■携∵∵1驚／一

　　　　　　　　刈浴二撚／㎜

　　　　　　　　・）引続勝重∴ll　l1機1α・・鮒

　　　　　　　　■ll11二111＋…

　　　　　　　　5）幾／　　舳

　裁に二慣の元素RII及四便のウランを

　　　　　　（U0．R］一）■NbI　Ta〕207

の化合状態に存すとせばそれを構成する成分の毛ル数は次の値となるべきである。

　　　　　　（U0，RII〕O、＝O．0485　（Nb，Ta）雪05ヨα0243

又四憤の元素RIv双六憤のウランを

　　　　　　（UO，Th〕（Ti，Si，SI〕）04

の化合状態を想定せば共の成分（UO，Th〕O雪及（Ti，Si，Sn〕O聖のモル数は相等しき筈な

るも計算結果は梢ミ異る。

　以上の化合物に恰欝する成分を除去した本銭物主要成分R里mO。及（Nb，Ta〕。05のモ

ル数ば次の値となった。

　　　　　　R雪IlI03：（Nb，Ta）里05目O．1367：O．1525

　　　　　　　　　　　　　　　　　目1：　1．12

　　　　　　　　　　　　　　　　　≒　ユ　l1

從って本銭物の化學組成は

　　　　　　R，lII　O詩（Nb，不乱〕里O、＝R里III（Nb，Ta）20目＝2Rm〔（Nb，Ta）04〕

師フエルグソ：／石の化學組成とし者へられ來った稀土元素の一正ニオブタンタル酸堕であ

ることが判明した。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　鑛物の年齢

　上記の分析値U．O。＝7．27形，Pb〇三〇．77％，ThO雪一．87％からU，Pb及Thの量

を計算すれば

　　　　　　U≡6．17％Pb昌0，7工Tb；1，64形

の値となる今定量せる鉛がウラン鉛及1・リウム鉛からのみ成ると假定しA．H0］mes及

B．W．Lawsonの式

　　　　　　　　　　　　　　Pb
　　　　　　鑛物年齢＝U＋038Th×7400×106年

を用ひて計算すれば

　　　　　　本鑛物の年齢巨770×10伍年　　とな乱

　著者は嘗て本地域の東南直距離凡そ4軒の白石秦村三裏溝産の瓦・xeniteの分析値珂から

決定した同鋳物の年齢121x1〇一年に化すと藩に大である。

　本研究の費用は日本學術振興奮の援助に仰いだものである。叉産地の調査に際しては

繍洲鑛業開講株式會枇費源調査所長佐藤支止氏の一方ならぬ御支援を仰いだもので葱に

深甚な感謝の意を表する次第である。
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